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研究の背景   

高い基底スピン多重度と負のゼロ磁場分裂定数をもつ錯体分子は，比較的低  

い磁場で分子内のスピンが揃う超常磁性を示す．この錯体分子は，十分低い温  

度（ブロッキング温度）で磁化の反転が凍結（分子が磁化）され磁石となるた  

め、単分子磁石（ナノ磁性分子）と呼ばれる．ナノ磁性分子は、量子スピント  

ンネル効果，量子スイッチなどメゾスコピック系特有の量子物性を示す点に特  

徴がある．また、分子自身が磁石として働くため，磁気メモリー等の分子素子  

として期待される物質群である。  

1993年，D．N．HemdTickson（米国）、G．ChTis七Ou（米国）、D．Gaモモeschi（イ  

タリア）らは，マンガン12核錯体払蜃n12012（02CH3）16（H20）4】がS＝10の基底ス  

ピン状態をもち，極低温で磁気ヒステリシスを示す超常磁性体であることを報  

告した．この化合物は，単に分子が磁化するだけでなく，メゾスコピック系特  

有の量子効果による磁化の反転を示すことから，化学。物理の両面から中心に  

勢力的に研究されている分野であるが，日本オリジナルなナノ磁性体が無いこ  

とが日本における量子磁性研究の発展の律速となっていた．しかし，2000年，  

我々は日本オリジナルの骨格構造を持つキュバン型鉄4核単分子錯体を合成し，  

さらに，架橋配位子の化学修飾により S＝29／2の非常に大きなスピン多重度を  

基底状態にもつ基底高スピン・クラスター分子の合成も可能にした．本申請研  

究では，我々の開発した架橋配位子を発展させることにより，様々なサイズの  

単分子磁石を合成することを当初の目標に置いた．  
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本研究の目的   

金属イオンと有機配位子からなる金属錯体は、金属イオンに基づく多様な電  

子構造と有機化合物の優れた分子性。設計性が相乗的に組み合わされ、無機物  

や有機物が単独では実現不可能な物性発現が可能である。本研究では、この金  

属錯体の長所を活用し複数の金属イオンを強磁性的に集積化したクラスター分  

子を合成することにより、次の研究を行う。  

1） 現在合成されている単分子磁石の最大スピン多重度はS＝10である。  

本申請研究では新規多核化配位子を用いることにより、S＝20以上のスピ  

ン多重度を基底状態に持つ高スピンクラスター分子を合成する。すなわち、  

巨大ナノ磁性分子を合成し、量子とバルクの境界領域に発現すると期待さ  

れる新しい物性を探索する。   

2） マンガン酸化物はMn（ⅠⅠⅠ，ⅠⅤ）間の二重交換相互作用による遍歴磁性体  

で、巨大磁気抵抗を示す。我々は、この固体から最小ユニットを取り出す  

ことにより、混合原子価金属イオン間の二重交換相互作用を利用した世界  

最小の微小ナノ磁性分子を合成する。   

3） 巨大局在スピン（ナノ磁性分子）と非局在伝導電子が共存する局在・非  

局在電子共存ナノ磁性分子を合成し、巨大スピンが作る局所磁場と伝導電  

子間の相互作用による磁気抵抗等の新しい物性を探る  

研究成果の概要   

本申請研究より，フェノール基とアルコール基をもつシッフ塩基が，金属イ  

オンとの反応により様々な骨格構造をもつ同核および異核金属多核錯体を合成  

できることを見出した．合成した錯体のいくつかは，量子スピントンネル効果・  

量子スイッチなどメゾスコピック系特有の量子物性を示し，今後の量子物性化  

学の研究に有効な知見を与える物質群を合成することができた．具体的には下  

記の通りである．  

：三座シッフ塩基を架橋配位子とする混合原子価   

MnIIIcuII2核錯体［MnIIIcuII（sap）2Cl（MeOH）］を合成した．この錯体は金属イ   

オン間に強磁性的相互作用（J＝80K）が働きS＝5／2のスピン基底状態を   

持つ高スピン分子である。本錯体の極低温で交流磁化率の測定により，本   

錯体がブロッキング温度0．5Kの単分子磁石であることを明らかにした。  

。リングマグネットの合成：シッフ塩基4座配位子と塩化マンガンや塩化鉄   

との反応により、リング構造やホイール構造をもつ錯体を合成した。ホイ   

ール構造をもつ肋ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ錯体はブロッキング温度1．OKの単分子磁石である．  

－3－   



また，FeIII7リングマグネットは，トンエンルギャップが比較的大きいS＝0  

基底状態をもつ分子であった．   
◎  異核金属錐体の合成法の確立：シッフ塩基と金属イオンの僅かな錯形成定  

数の違いを利用し，一つの配位環境で異なった金属イオンを含む錯体合成  

法を確立した．この方法により，［MnIrI2LnIII2］（Ln＝Gd，Tb，Sm），［MnIrI4LnIII2］   

（Ln＝Gd，Tb，Y），［Mn2Ln。］（Ln＝Tm，Lu），［MnIII2CoII4］や単分子磁石である   

［‰ⅠⅠⅠ2CuII2］（ぶ＝3）［伽工ⅠⅠ2NiII2］（ぶ＝6），［ぬⅠ∫Ⅰ4TbIII2］を合成した・   
◎  塵化物クラスター分子の合成：ホール注入により様々な物性をしめす・本  

研究において，5座有機架橋配位子（L）と肋イオン。Cuイオンの反応によ  

り，酸化物イオン架橋子混合原子価伽ⅠⅠⅠ，ⅠV12核コアを分子中にもつ混合  

原子価錯体［MnIII8MnrV4CuII8（0）16（Ac）。（MeO）。（L）4］（NO3）4を合成することがで  

きた．更に，配位子と肋イオンとの反応により可逆な4段階一電子酸化還  

元挙動を示す混合原子価13核錯体［鮎ⅠⅠI12MnlVo6（OH）4（OMe）2（L）6］（NO3）2錯体  

が生じることを見出した．さらにこの錯体の電気化学的酸化により，異な  

った磁気的挙動を示す1電子および2電子酸化体を単離することが可能で  
ある．この錯体は，更に反応条件を制御することにより異なった酸化物コ  

ア構造をもつ錯体を合成できることを見出した．   

本研究により，様々な量子物性を示す錯体を合成し，この成呆の一部が  

Chemistry＆Industry誌2005年4月18日号および Chemical＆Engineering  
News誌2005年5月2日号に紹介された．   

ナノ磁性体は，メゾスコピック系特有の量子物性を示し，単にメモリーデバ  

イスだけでなく将来の量子デバイスとしての応用が期待される物質である．こ  

れまでのナノ磁性体研究は，ブロッキング温度を上げる物質開発と量子トンネ  

ル効果の機構解明に関する研究が主であった．しかし，本研究で開発した異核  

金属錯体のワンポット合成法により様々な分子構造をもつ化合物の合成が可能  

となり，物質化学として量子物性研究の新展開を図ることが期待される．  
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NiheiandH．Oshio，17thIntemationalCon臨rence on CoordinationChemistry，  

Merida，Mexico，JuL18－23，2004．  

4．High－SPinMoleculesofMixed－metal［MnIII2CuII2］and【MnTII2NilI2］Complexes   

（PA－121）．S．Koizumi，M．Nihei，andH・Oshio，9thIntemationalConfbrenceon  

Molecule－basedMagnets，Tsukuba，Oct・4－8，2004・  

5．Structures，MagneticPropertiesandElectrochemicalBehaviorof［MnVIMnlI－12］   

and［FeIII13］（PA－125）．K．Hasumi，S．Yamashita，M．Nihei，andH・Oshio，9th   

InternationalConfbrenceonMolecule－basedMagnets，Tsukuba，Oct．4－8，2004．  

6．MagneticPropertiesofDinuclearMnl‡トCuIISingle－mOleculeMagnet（PA－138）・  

A．Yoshida，M．Nihei，H．Nqjiri，M．Nakano，A．Yamaguchi，H．Ishimoto，andH，  

Oshio，9thIntemationalConfbrence on Molecule－based Magnets，Tsukuba，  

Oct．4－8，2004．  

7．Structure，Magnetic Propertyand ElectricalConductivity of One－dimensional  

Bis（0Ⅹalate）Pt ComplexAttachedby Cu（ⅠⅠ）Ions”（PB－063）・C・YhmamOtO，M・  

Nihei，H．Nishikawa，M．Hedo，YUwatoko，H．Sawa，H．Kitagawa，YTaguchi，Y   

Iwasa，and H．Oshio，9thInternationalConfbrence on Molecule－basedMagnets，  

Tsukuba，Oct．4－8，2004．  

8．CrystalStructureand Physical Properties of（DODHT）2FeCi4”（PB－049）・H・  

Nishikawa，Y Yasuda，T．Kodama，K．Kikuchi，王．Ikemoto，J．1ねmada，and H．  

Oshio，9thInternational Confbrence on Molecule－based Magnets，Tsukuba，  

Oct．4－8，2004．  

9．Synthesesand Spin－CrOSSOVer Behavior ofIron（II）Complexes with Functional  

Groups（PB－107）．L．Han，M．Nihei，N．Takahashi，andH．Oshio，9thInternational  

ConfbrenceonMoleculeLbasedMagnets，Tsukuba，Oct．4－8，2004．  

10．NMR Study of Dinuclear Molecular Magnet MnHIcuIl（5－Br－S叩）2Cl（MeOH）   

（PB138）．Y．Ft厨i，S．Hayasaki，H．Hashimoto，M．Chiba，A．Yoshida，M．Nihei，H・  

Oshio，B．Chen，and T．Kubo，9thIntemationalConftrenceonMolecule－based  

Magnets，Tsukuba，Oct．4－8，2004．  

‖・Iron（ⅠⅠ）Spin－CrOSSOVer Complexes with Functional Groups．M．Nihei，N・  

Takahashi，T・Maeshima，andH．Oshio，‡nternationalSymposiumonMolecular  

Conductors，Shonan，Japan，July17－21，2005．  

12・ChargeOrderingInsulatingStateinDODHTsalts（P3－28）．H．Nishikawa，Y・Sato，  

T．Kodama，K．Kikuchi，Ⅰ．Ikemoto，J．Yamada，H．Oshio，R．Kondo，and S．   

Kagoshima，6th‡nternational Symposium On Crystalline Organic Metals，  
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Superconductors，andFerromagnets，FloridaUSA，Sep・13－15，2005・  

13．SynthesesandMagneticPropertiesofHeptanuclearManganeSeWheel（P－108）・S・  

Koizumi，M．Nihei，H．Nqjiri，M．Nakan0，N．Shirakawa，M・Akatsu，andH・Oshio，   

1StInternationalConfbrenceonChemistryofCoordinationSpace，Okazaki，Japan，  

Nov．2005．  

i4．Conductive Metal Complexes with Dihydrotetrathiafu1valene Ligands（P－024）．  

Nishikawa，WYasuoka，andH．Oshio，1StIntemationa且ConftrenceonChemistry  

OfCoordinationSpace，Okazaki，Japan，Nov．14－15，2005・  

15．Iron（II）Spin－CrOSSOVerComplexeswithFunctionalGroups（P－062）・M・Nihei，L・  

Han，T．Maeshima，andH．Oshio，1StInternationalConftrenceonChemistryof  

CoordinationSpace，Okazaki，Japan，Nov．14－15，2005．  

16．Structuresand Magnetic Properties of［MnVIMnlll12］and［FeM13］（P－106）．K．  

Hasumi，S．Yamashita，S．Koizumi，M．Nihei，H．N句iri，and H．Oshio，1St   

InternationalConfbrence on Chemistry ofCoordination Space，Okazaki，Japan，  

Nov．14－15，2005．  

17．SynthesesandPhysicalPropertiesofIron（II）Spin－CrOSSOVerComplexeswithTTF  

Moieties（P－107）．N．Thkahashi，M．Nihei，and H．Oshio，1StInternational  

Confbrence on Chemistry ofCoordination Space，Okazaki，Japan，Nov．14－15，  

2005．  

18．HeterometalSingle－mOlecule Magnets of Tetranuclear［MnII12CuI12］and   

【MnIII2NiH2］complexes（620）．S．Koizumi，M．Nihei，T．Shiga，H．Nqjiri，M．  

Nakan0，N．Shirakawa，M．Akatsu，andH．Oshio，Internationalchemicalcongress  

Ofpacincbasinsocieties，Hawaii，USA，Dec．15－20，2005．  

19・Syntheses，StruCtureSandMagneticPropertiesofFe（‡Ⅰ）Spin－CrOSSOVerComplexes  

WithFerrocenylgroups（621）．L．Han，M．Nihei，and H．Oshio，International  

Chemicalcongressofpac漬cbasinsocieties，Hawaii，USA，Dec．15－20，2005．  

20・One－dimensionalAlternating A雨ifbrromagnetic Chain Accompanylng Charge  

Orderingin DODHT Organic Superconductor（386）．H．Nishikawa，Y Sato，K．  

Kikuchi，T．Kodama，I．Ikemoto，J．Yねmada，H．Oshio，R．Kondo，and S．  

Kagoshima，Internationalchemicalcongress ofpacinc basin societies，Hawall，  

USA，Dec．15－20，2005．  

国内学会発表  

招待講演  

1．単分子磁石の化学と物凰 大塩寛紀，日本物理学会2005年秋季大会（領域   

7），大阪市立大学杉本キャンパス，2005年9月12日・15日．  
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2．基底高スピン多核錯体の合成と展開．（2F2・12），大塩寛紀，日本化学会第86  

春季年会2006年，日本大学西船橋キャンパス，2005年3月27日－30日．  

口頭発表  

1．【Mm（‡‡りC岬りj多核錯体の超常磁性．大塩寛紀、野尻浩之、二瓶雅之、小泉  

智史、吉田彩乃，日本物理学会2003年秋季大会（領域3），岡山大学，2003  

年9月20日．  

2．単分子磁石rMnII12CuII2】（M＝Cu，Ni）異核金属クラスターの合成と磁気的性  

質（ほb－01）．小泉智史、二瓶雅之、梶原孝志、伊藤翼、大塩寛紀，第53  

回錯体化学討論会，山形大学小白川キャンパス，2003年9月24日－26日．  

3．キノン共役ビリジン配位子を含む金属錯体の合成と物性（2Ab－09）．二瓶雅之、  

大塩寛紀，第53回錯体化学討論会，山形大学′ト白川キャンパス，2003年9  

月24日－26日．  

4．ダブルキュバンコア構造を有する【Mn6CulO】16核錯体の構造と物性（3Eト05）．  

山下覚、二瓶雅之、大塩寛紀，第53回錯体化学討論会，山形大学小白川キ  

ャンパス，2003年9月24日－26日．  

5．集積化部位を有する新規鉄（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性   

（3B3－44）．二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会第84春季年会，関西学院大  

学西宮上ヶ原キャンパス，2004年3月26日・29日．  

6．シッフ塩基多座配位子を有するMm多核錯体の構造、磁気的性質（3B3－44）．   

吉田彩乃、二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会第84春季年会，関西学院大学   

西宮上ヶ原キャンパス，2004年3月26日一29日．  

7．混合原子価Mn（ⅠⅠ，ⅠⅠⅠ）7核錯体の合成と磁気的性質（3B3・51）．小泉智史、   

二瓶雅之、梶原孝志、伊藤 翼、大塩寛紀，日本化学会第84春季年会，関   

西学院大学西宮上ヶ原キャンパス，2004年3月26日－29日．  

8．シッフ塩基及びその還元体を配位子にもつ鉄（ⅠⅠⅠ）多核錯体の合成と磁気的   

性質（講演要旨集p239，2EaO8）．小泉智史、二瓶雅之、大塩寛紀，第54回   

錯体化学討論会，熊本大学，2004年9月23日－25臥  

9・球状コア構造を持つMn（ⅠⅠⅠ，Ⅳ）、及びFe（ⅠⅠⅠ）13核錯体の構造と物性（講演   

要旨集p241，2Ea12）．蓮見高円、山下覚、二瓶雅之、大塩寛紀，第54回錯   

体化学討論会，熊本大学，2004年9月23日・25日．  

10・複合機能をもつFe（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性（講演要旨   

集p405，3EaO4）．二瓶雅之、大塩寛紀，第54回錯体化学討論会，熊本大学，  

2004年9月23日・25日．  

11・C灯TTyドナープクセプター系の合成と物性（4A13）．西川浩之、中村孝弘、   

板倉篤志、見玉健、菊地耕一、池本勲、近松真之、吉田郵司、八瀬清志、   

大塩寛紀，分子構造総合討論会2004，広島大学・広島市立大学，2004年9  
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月27日－30日．  

12．TTF部位を持つ鉄（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性（講演予稿  

集Ip15乳2C6－34）．二瓶雅之、高橋延和、前場禎、大塩寛紀，日本化学会第  

85春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26日－29日．  

且3．シッフ塩基配位子をもつ新規Mm（ⅠⅠⅠ）・Gd（ⅠⅠⅠ）多核錯体の合成と磁気的性質   

（講演予稿集Ip148，4C5・18）．小泉智史、志賀拓也、二瓶雅之、大塩寛紀，日  

本化学会第85春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26・29日．  

且4．アルコキソ基を有する多座配位子を用いたMmI．nクラスターの合成。構造  

と磁性（講演予稿集Ip148，4C5・19）．志賀拓也、大塩寛紀，日本化学会第  

85春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26日－29日．  

15．（DODHT）2FeC14の伝導性と磁性（講演予稿集‡p366，4G4・04）．西川浩  

之、安田有里、鬼玉健、菊池耕一、池本勲、山田順一、大塩寛紀，日本化学  

会第85春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26日・29日．  

16．異核金属単一分子磁石の合成と磁性”（日本物理学会講演概要集第3分冊  

25pXN一且）．大塩寛紀、二瓶雅之、志賀拓也、小泉智史、中野元裕、野尻浩  

之、白川直樹、赤津光洋，日本物理学会第60回年次大会2005年，東京理科  

大学野田キャンパス，2005年3月24日・27日．  

17．圧力有機超伝導体β”・巾ODHT）2Py6における電荷秩序”（日本物理学会講演  

概要集第4分冊27aYL・11）．西川浩之、佐藤陽介、菊池耕一、鬼玉健、池本  

勲、山乱順一、大塩寛紀、近藤隆祐、鹿児島誠一，日本物理学会第60回年  

次大会2005年，東京理科大学野田キャンパス，2005年3月24日－27日．  

18．パルス磁場による単分子磁石Mn（ⅠⅠ／ⅠⅠⅠⅠ）7核錯体の研究．′ト泉智史、志  

賀拓也、二瓶雅之、中野元裕、野尻浩之、大島勇吾、白川直樹、赤津光洋、  

大塩寛紀，第54回錯体化学討論会，新潟朱鷺メッセ，新潟，2005年9月  

23日－25日．  

19．アルコキソ基を有するシッフ塩基配位子をもちいた銅（ⅠⅠ）多核錯体の合成  

と磁気的性質．倉科昌、志賀拓也、大塩寛紀，第54回錯体化学討論会，新  

潟朱鷺メッセ，新潟，2005年9月23日－25日．  

20．鉄（ⅠⅠ）環状四核錯体の合成と多段階スピン転移挙動．宇井真由美、二瓶雅  

之、横田瑞穂、前田充史、岸田英夫、岡本博、大塩寛紀，第54回錯体化  

学討論会，新潟宋鷺メッセ，新潟，2005年9月23日－25日  

21．静磁場及びパルス磁場によるMn（ⅠⅠ／ⅠⅠⅠ）7核単分子磁石の磁気緩和挙動   

（講演予稿集P16，1AOl）．小泉智史、志賀拓也、二瓶雅之、野尻浩之、中  

野元裕、白川直樹、赤津光洋、大塩寛紀，第44回電子スピンサイエンス学  

会年会，仙台市戦災復興記念館，2005年10月24日－26日．  

22．複合機能をもつ鉄（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性（4F卜20）．  
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二瓶雅之、韓玲芹、前嶋禎、大塩寛紀，日本化学会第86春季年会，日本大  

学西船橋キャンパス，2006年3月27日－30日．  

23．拡張キュバンコアを有するマンガン8核錯体の合成。構造と磁気的性質   

（4F3－44）．志賀拓也、白川直樹、大塩寛紀，日本化学会第86春季年会，日  

本大学西船橋キャンパス，2006年3月27日－30日．  

24．ダ’－（DODHT）2PF6の圧力下絶縁相（4El～32）．西川浩之、志賀拓也、大塩寛紀、  

比嘉百夏、近藤隆祐、鹿児島誠一日本化学会第86春季年会，日本大学西船  

橋キャンパス，2006年3月27日－30日．  

ポスター発表  

1．Cu（ⅠⅠ）イオンが配位した1次元ビスオキサラト白金錯体の構造と電気伝導  

性ⅠⅠ（2EP－207），山本千尋、二瓶雅之、北川宏、田口康二郎、岩佐義宏、  

大塩寛紀，第53回錯体化学討論会，山形大学小白川キャンパス、2003年9  

月24日－26日．  

2．単分子磁石［MnI工IcuII］二核錯体の磁気的性質（2Eト228）．吉田彩乃、野尻浩  

之、二瓶雅之、梶原孝志、伊藤翼、大塩寛紀，第53回錯体化学討論会，山   

形大学小白川キャシパス，2003年9月24日－26日．  

3・フエノキソ基とアルコキソ基により架橋された異核4核錯体［MnIII2CuII2］（M  

＝Cu，Ni）の合成と磁気的性質（1Pa叫126）．小泉智史、二瓶雅之、大塩寛紀，  

分子構造総合討論会2003京都テルサ，2003年9月24日．  

4．フェロセニル基を有する新規Fe（ⅠⅠ）錯体の合成と物性（1PC－044）．韓 玲   

芹、二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会第84春季年会，関西学院大学西宮上  

ケ原キャンパス，2004年3月26日－29日．  

5．［Mn2Ln2（L）2］クラスターの合成・構造と磁気的性質（講演要旨集p350，  

2PE199）．志賀拓也、大塩寛紀，第54回錯体化学討論会，熊本大学，2004  

年9月23日－25日．  

縮小冗電子系を有するTTF類縁体を配位子とした金属錯体の物性（講演要旨  

集p350，2PE200）．西川浩之、安岡恒、横山浩平、菊池耕一、山田順一、大  

塩寛紀，第54回錯体化学討論会，熊本大学，2004年9月23日－25日．  

Cu（ⅠⅠ）イオンが組み込まれた一次元ビスオキサラト白金錯体における伝導  

性の圧力効果”（3PO14）．山本千尋、西川浩之、辺土正人、上床美也、  

澤博、北川宏、大塩寛紀，分子構造総合討論会2004，広島大学。広島市立  

大学，2004年9月27日－30日．  

架橋配位子を用いたFe（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー多核錯体の合成と物性  

（講演予稿集Ip742，2PB－032）．韓玲芹、二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会  

第85春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26日・29日．  
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9．ラジカル部位をもつ鉄（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性（講演   

予稿集Ip744，2PB－038）．前嶋禎、二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会第85   

春季年会2005年，神奈川大学，2005年3月26日・29日．  

10．複合機能をもつFe（ⅠⅠ）スピンクロスオーバー錯体の合成と物性（講演要旨集   

P381，PE－070）．二瓶雅之、前場禎、巨瀬友佳、大塩寛紀，第54回錯体化   

学討論会，新潟朱鷺メッセ，新潟，2005年9月23日－25日．  

11．希土類イオンを含む多核クラスターの構造と物性（講演要旨集P297，PB－062）．   

志賀拓也、野尻浩之、大塩寛紀，第54回錯体化学討論会，新潟朱鷺メッセ，   

新潟，2005年9月23日－25日．  

12．新規銀錯体［Ag（dppTTF）］PF6の合成と結晶構造（講演要旨集P252，PA－215）．   

成田和代、高橋延和、西川浩之、二瓶雅之、大塩寛紀，第54回錯体化学討   

論会，新潟朱鷺メッセ，新潟，2005年9月23日－25日．  

13．リン酸イオン及びその誘導体を用いたCu（ⅠⅠ）18核。Mn（ⅠⅠ／ⅠⅠⅠ）9核錯体の合   

成と物性（講演要旨集P251，PA－214）．丸山和也、志賀拓也、大塩寛紀，第   

54回錯体化学討論会，新潟宋鷺メッセ，新潟，2005年9月23日－25日．  

14．β’’－（DODHT）2PF6の圧力下磁化率（1PO25）．西川浩之、志賀拓也、大塩寛紀、   

比嘉百夏、近藤隆祐、鹿児島誠一 ，分子構造総合討論会，東京工業大学，   

2005年9月23日－25日．  

15．MnCu異核金属複核錯体の超常磁性（講演予稿集p236，P・10）．二瓶雅之、吉田   

彩乃、野尻浩之、中野元裕、山口明、石本英彦、大塩寛紀，第32回ヘテロ   

原子化学討論会，つくば国際会議場，2005年12月4日－6日．  

16．Mn2－M2（M＝Ni，Cu）異核金属4核錯体の磁気的性質（講演予稿集p238，P－11）．   

小泉智史、志賀拓也、二瓶雅之、野尻浩之、中野元裕、白川直樹、赤津光洋、   
大塩寛紀，第32回ヘテロ原子化学討論会，つくば国際会議場，2005年12月   

4日－6日．  

17．混合原子価Mn（ⅠⅠ／ⅠⅠⅠ／ⅠⅤ）11核錯体の合成と磁気的性質（1PB・029）．小泉智   

史、二瓶雅之、大塩寛紀，日本化学会第86春季年会2006年，日本大学西船   

橋キャンパス，2006年3月27日－30日．  

その他（学会主催。受賞。新聞報道記事）  

1．大塩寛紀．平成17年度日本化学会学術賞受賞「基底高スピン多核錯体の  

合成と展開」，2006年3月．  

2．報道記事：研究プロジェクトの研究記事．Chemistry＆Industry誌2005  

年4月18日号．  

3．報道記事：研究プロジェクトの研究記事．chemical＆EngineeringNews誌  

2005年5月2日号．  
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